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令和3年都道府県別市民が目撃した心原性心停止のうち、
心肺蘇生を実施した割合

令和4年版
救急・救助の現況から編集



市民目撃があり、かつバイスタンダーのみが除細動処置を実施した場合は、収容前心拍再開率が
64.9%、１か月生存率が 50.7%と、高い比率になっています。

一方、市民目撃があったもののバイスタンダーによる除細動がなく、救急隊員等が最初の除細動
施行者となった場合は、収容前心拍再開率が 23.8%、 1か月生存率が21.9%と、バイスタンダーによ
る除細動施行事案と比較して低い比率となっています。

市民目撃があり、かつバイスタンダーが除細動処置を実施した際の一カ月生存率
（救急活動の現況 令和３年（2021年） 東京消防庁 令和4年刊行）



市民目撃があり、かつバイスタンダーが除細動処置を実施した際の一カ月生存率
（救急活動の現況 令和4年（2022年） 東京消防庁 令和5年刊行）



令和3年都道府県別目撃ありのVF/VT生存率
令和4年版

救急・救助の現況から編集

AEDが効果がある心停止令和3年 50.7％

令和4年 57.7％

60.0％


